


















































































































































































































動機.状況判ItJi.脅えを まとめる. I j盛切な行動.コミュニケーション能力，








































































































生男児o WISC-阻 KABC-1 Iことばの読みJIこと
ばの書きJ，DN-CASの結果より，プランニングをのば
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阻 研究 1 (1授業研究会のフロセスへの支援J)
i 目的:小学校 l年生通常の学級の「授業研究会のプ
ロセスへの支援jを行い その有効性を明らかにする。
2 方法 :A市立B小学校教員4名 (Tl~ T4)を対
象とし，学習指導案検討会から授業研究会当日までの
合計5回の支援を行った。授業者は，教職経験 28年
目の Tlと教職経験2年目の T2であった。学習指導
案検討会では，学級全体への支援，対象児 A(学習面
の困難)及び対象児 B (行動面の困難)の個別支援を
検討した。
3 結果:学習指導案に盛り込んだ学級全体及び個別の
支援方法は，研究授業でほぼ実行された。研究協議で
は，支援方法の有効性に関する意見が多く出された。
「授業研究会のプロセスへの支援」実施後の参加教員
へのインタビューでは 特別支援教膏の視点を生かし
た「授業づくりへの課題意識をもつことができたJ1授
業づくりの方法が分かったjなどの回答があった。
4 考察:学級全体及び個別の支援の両面を検討したこ
とが有効であった。また，参加教員の特別支援教育の
視点を生かした「授業づくりへの課題意識の向上J1授
業づくりや授業研究会の方法の理解jに有効であった o
N 研究2 Cf授業コンサルテーションJ)
i 目的:筆者が小学校 l年生通常の学級担任への「授
業コンサルテーション(以下 授業コンサル)Jを行い，。
を対象とし，合計5呂の「授業コ ンサルjを行った。
コンサルティは教職経験2年目のT6であった。学級
全体の児童及び対象児 C(行動面の困難)を対象とし，
学級全体の支援から個別支援へと段階的に検討した。
標的行動は，コンサルティ (T6)の支援の実行状況，
学級全体の児童及び対象児Cの離席行動であった。
3 結果:1授業コンサルjでは 「学習の見通しをもた
せるための手立てJ1児童の賞賛の仕方jなどについて
協議した結果，コンサルティ (T6)の支援の実行状況
が向上した。また，学級全体の児童及び対象児Cの離
席が減少した。「授業コンサルj実施後の参加教員への
インタビューから[特別支援教育の視点、を生かした授
業づくりへの課題意識をもつことができた」などの回
答が得られた。
4 考察:学級全体への支援から個別支援へと段階的に
検討したことによりコンサルティ (T6)の支援の実
効性を高めることができた。また 参加教員 3名全員
の特別支援教育の視点、を生かした rt受業づくりへの課
題意識の向上」に有効であった。
V 考察
「授業研究会のプロセスへの支援jと「授業コンサルj
は，共通して参加教員の課題意識や支援の実行状況の向上
に有効で、あった。また「授業研究会のプロセスへの支援J
の強みは，①授業展開の中に特別支援教育の視点を総合的
に盛り込むことができること②学校全体への波及効果が
期待できることであった。一方 「授業コンサルJの強み
は，①教員の経験や課題意識などに応じて支援を柔軟に展
開できること，②継続的，定期的に支援の見直し・改善を
図ることができることであった。今後は， r授業研究会の
プロセスへの支援」と「授業コンサル」の有効な事例を蓄
積し，より詳細に分析を行う必要がある。
